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0

20 15
0
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0

100 B 100
B 0

50

350

地
上
高
さ

h

300

裏込砕石

敷モルタル

水抜穴 φ75

止水コンクリート

基礎コンクリート
基礎材

■土質定数

032◆

宅地用L型擁壁 ハイタッチウォール（H3250-H5000）

031◆

設計条件

製品の吊り方

●岩盤に設置する場合を除き根入れ深さは、前壁高
さの15/100(その値が35cmに満たないときは
35cm)以上とすること。ただし、擁壁の設置され
る基礎地盤の内部摩擦角が30°未満であるとき
は、前壁高さの20/100（その値が45cmに満た
ないときは45cm）以上とする。 (宅地造成等規
制法施行令第八条より)

●その他築造に関する諸条件は「築造仕様書」による
こと。

　　　　　項　目

土の単位重量
コンクリートの単位重量
表面載荷
フェンス荷重
土圧算定式
背面土の内部摩擦角
支持地盤の摩擦係数
地震時設計震度　水平震度
鉛直震度

長　期
常　期 フェンス荷重 　地震時

荷重（外力）の組み合わせ……下記3タイプの組み合わせについて検討します。   
   ]）荷載面表（＋）圧土働主（＋）重自（[　　　　）期長（時常

   ])重荷スンェフ（＋）荷載面表（＋）圧土働主（＋）重自（[ ）期短（重荷スンェフ
]）力性慣平水土め込裏・壁擁（＋）荷載面表（＋）圧土働主（＋）重自（[ 　　　）期短（時震地

①ショルダーの左右のフックにセフティック
スをセットし、ワイヤーロープを吊り荷に
セットします。
②ワイヤーロープをたるませた状態で、吊り荷
の重心にクレーンフックを移動させてくだ
さい。
③クレーンフックを吊り荷の重心の上に移動
したら、重心上で静かに吊り上げ所定の位
置まで旋回しゆっくり降ろします。

①片側のセフティックスを外し、補助ロープを
セットします。
②補助ロープを底版方向に張った位置で吊り上
げます。
③セフティックス側のロープが張った状態でa、b
方向に移動させ、負荷がa、b側に移動したら降
ろしてください。

①ショルダーの左右のフックにセフティックスを
セットします。
②一つのセフティックスのロープを片側のリブ
（C）と底版(d)にセットし、もう片方のセフ
ティックスのロープを反対側のリブ（e）と底版
（d）にセットしてください。
③クレーンのフックを重心と思われる位置に移
動させて静かに吊り上げ、所定の位置まで旋
回しゆっくり降ろし据え付けます。

短　期

 γs=18kN/ m3 
 γc=24kN/ m3 
 q=10kN/ m2 
pF=1kN/m　　　　 　　　　　　　－
クーロン式 　　　　　物部・岡部式
　　　　φ25°～45° 
μ=tanθ(μ>0.6の場合　μ=0.6とする)  
　　　－  　　　　　  kH=0.2
　　　－  　　　　　  kV=0

荷降ろし 引き起こし 据え付け
吊り具（セフティックス）の使用については、当社にご相談ください。

　 注　意
●玉掛け作業を十分確認してから吊り上げてください。　●吊り上げ時は製品に近寄らないでください。　●吊り上げ状態は最低限必要な時間にしてください。

■寸法・重量表
製品重量(kg)
（標準） 

製品重量(kg)
（割レンガ模様）Ｂ    

2250
2250
2500
2500
2800
2800
3000
3000

T1  

250
250
250
250
250
250
250
250

T2  

560
560
625
625
670
670
735
735

T3  

250
250
250
250
300
300
300
300

T4  

560
560
625
625
670
670
735
735

T5  

120
120
120
120
130
130
130
130

T6  

120
120
125
125
130
130
130
130

R   

250
250
250
250
300
300
300
300

5870
6170
7220
7520
9080
9380
10610
10910

6230
6560
7630
7960
9550
9880
11130
11460

呼称H  

3250型
3500型
3750型
4000型
4250型
4500型
4750型
5000型

H1  

550
800
550
800
750
1000
750
1000

形状図

寸法
※デザインタイプ（割レンガ模様）も御用意出来ます。

(単位：mm)

■標準施工図

■数量及び標準施工歩掛
呼称

個
m3
m3
m2
m3
m2
m3
m2
人
人
人
日

％

ハイ・タッチウォール
基礎砕石
基礎コンクリート
基礎コンクリート型枠
止水コンクリート
止水コンクリート型枠
透水層（裏込め砕石）
フィルター（吸出防止材）
土木一般世話役
ブロック工
普通作業員
ホイールクレーン賃料
ホイールクレーンの規格
諸雑費

料
材
用
使

掛
歩
置
設

3250
5

4.90
3.675
3.00
0.10
0.31
4.58
4.14
0.39
0.39
1.17
0.39

 　　20～22t吊り

3500
5

4.90
3.675
3.00
0.10
0.31
5.00
4.24

4000
5

5.400
4.050
3.00
0.09
0.30
5.53
4.68

4500
5

6.000
4.500
3.00
0.08
0.27
6.22
5.17

4750
5

6.400
4.800
3.00
0.08
0.26
6.29
5.36

5000
5

6.400
4.800
3.00
0.08
0.26
6.74
5.61

3750
5

5.400
4.050
3.00
0.09
0.30
5.10
4.43
0.45
0.45
1.35
0.45
25t吊り

4250
5

6.000
4.500
3.00
0.08
0.27
5.77
4.92

0.56
0.56
1.68
0.56
35t吊り

11

標準施工

（注）
1.使用料材の仕様および規格は、ハイタッチウォー
ルマニュアルを参照してください。

2.設置歩掛の工数等は、「国土交通省土木工事積算
基準」（平成15年度版）を参考にして作成していま
す。本歩掛は、ハイ・タッチウォールの設置に関わる
標準的な施工に適用されるもので、現場条件によ
り上表により難しい場合は別途考慮してください。
3.本歩掛は、現場内小運搬（10m程度）を含み、敷モ
ルタルの施工、ブロック間の接合およびフィルター
（吸出防止剤）の設置までの作業であり、床掘り、基
礎砕石、基礎コンクリート、止水コンクリート、透水
層（裏込め砕石又は透水マット）、埋め戻しは含み
ません。 

4.本歩掛は、ブロック長さL=2m/個を基準とします。
5.諸雑費は、敷きモルタル・フィルター（吸出防止材）
の材料費であり、労務費、ホイールクレーン（排出
ガス対策型）賃料の合計額に上表の率を乗じた金
額を上限として計上してください。

セフティックスセフティックス
ショルダー

a b

b a

補助ロープ

セフティックス

c e

d

セフティックスセフティックス

裏込砕石

止水コンクリート

土粒子止めフィルター
200×L× 10mm

土粒子止めフィルター
200× 200×1 0mm

敷モルタル
基礎コンクリート

基礎材

土粒子止めフィルター
200×L×10mm

土粒子止めフィルター
200×200×10mm

■側面図 ■背面図T1

T 6
T 3

T5

T 4

H

T2
B

H 1

R
R

1:
50
0

連結用インサート
（Ｍ16）

貫通穴 φ55

水抜穴 φ75 H

T 4

2000 5
2005

水抜穴 φ75

410 410

※ｈに関して根入れ規定により決定。
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徴

1.建設大臣に認定された擁壁であり、安全性が高く、実績も多い製品です。

2.前壁が垂直に近いので、限られた土地を有効に利用出来ます。

3.擁壁の天端にフェンスを取り付ける事が出来ます。

4.部材の耐力を落さずに、製品重量を軽くする為、部材の断面をT型としています。

5.機械施工が中心となるので、現場打ち工法に比べて大幅な工期の短縮・省力化が
　可能です。
6.大地震時にも対応しています。 



034◆

宅地用L型擁壁における注意事項 

033◆

条件

■認定条件
1.単体の基準
KLウォール3型・・・・・・・・・・・・許容載過重　10kN/m 2

ハイタッチウォール・・・・・・・許容載過重　10kN/m 2

2.適応土質、積載荷重および必要地耐力
(1)背面土および基礎地盤の内部摩擦角は、それぞれ25度以上であるこ
　　と。ただし、土質試験により実況を確認しない場合には、宅地造成等規
制法施行令の別表第2及び第3に従い次の表により使用することがで
きる。

(2)擁壁上端の水平面上の積載荷重はKL3型。
ハイタッチウォールは10kN/ m2をこえないこととし、埋め戻し土の沈
下を見込んだ余盛以上の土羽を設けないこと。

(3)基礎地盤の必要な地耐力は別表A -1、2とする。
ただし、土質試験により実況を確認しない場合には別表B-1、2とするこ
と。

■基礎の施工
1.基礎栗石等
(1)KLウォール：標準厚さ　t=15cm
　　　　　　　標準幅　Bo=（擁壁底版幅）+20cm
　 ハイタッチウォール：標準厚さ　t=20cm
　　　　　　　　　　　標準幅　Bo=（擁壁底版幅）+20cm
(2)基礎栗石等は、栗石に砂利などの目潰しを加えランマー等によって十分
　 に突き固め、所定の高さに平坦に仕上げます。

2.基礎コンクリート
(1)KLウォール：標準厚さ　t=10cm
　　　　　　　標準幅　Bo=（擁壁底版幅）+20cm
　 ハイタッチウォール：標準厚さ　t=10cm
　　　　　　　　　　　標準幅　Bo=（擁壁底版幅）+20cm
(2)基礎コンクリートの設計基準強度はσck=18N/mm 2以上とします。
(3)基礎コンクリートは、所定厚さまで定規で敷き均し、木ゴテ等で表面仕
　 上げを行います。なお基礎コンクリートは、適切な養生を行うこと。

■フェンスの設置
KL3型。ハイタッチウォールについてはフェンスを設置するために、製造仕
様書に基づいて天端に処置を施した擁壁については、フェンスの支柱と前
壁を一体化して施工することができます。フェンスの高さについては、
2.0mを限度とし、見付面積率は50%以下と します。

根入れ
(単位：mm)●根入れ表

(注) 1.φ=基礎地盤の内部摩擦角。    
　　2.上表の根入れ深さ:Dfは、最小値です。根入れ深さ:Dfは、基礎地盤の内部摩擦角:φにより変わります。

φ<30° φ≧30°
根入れ深さ:Df呼称

1000
1250
1500
1750
2000
2250
2500
2750
3000
3250
3500
3750
4000
4250
4500
4750
5000

1000
1250
1500
1750
2000
2250
2500
2750
3000
3250
3500
3750
4000
4250
4500
4750
5000

750
900
1050
1200
1350
1500
1650
1800
1950

950
1100
1250
1400
1550
1700
1850
2000
2150

450

460
500

350

360
400

2250

2500

2800

3000

2450

2700

3000

3200

擁壁高:H 底版幅:B  基礎幅:BO

550
590
630
670
710
750
800
840

430
460
490
530
560
590
620
660

地耐力
●別表A-1　基礎地盤の必要地耐力　KLウォールH1000～H3000

）
度
（角
擦
摩
部
内 25°

30°
35°
40°
45°

1.00 
 7
 6
 6
 5
 5

1.25
8
7
7
6
6

1.50
9
8
8
7
7

1.75 
11
10
　9
　8
　7

　2.00   
12
11
10
　9
　8

　2.25  
13
12
11
10
　 9  

　3.00   
16
15
13
12
11

単位(tf/m2)
壁面高（m） 　2.50  

14
13
12
11
10

　2.75  
15
14
13
12
11

●別表A-2  
　基礎地盤の必要地耐力　ハイタッチウォールH3250～H5000  単位(tf/m2)

25°
30°
35°
40°
45°

の
土
面
背

角
擦
摩
部
内

擁壁の高さ(m) 3.25
17
15
15
13
12

3.50
18
16
15
14
13

3.75
19
17
16
14
13

4.00
20
18
17
16
14

4.25
21
19
18
16
15

4.50
22
20
19
17
16

4.75
24
22
20
18
17

5.00
26
23
21
19
18

●別表B-1　必要地耐力　KLウォール（H1000～H3000） 単位(tf/m2)
1.00
6
ー

1.25
7
ー

1.50
8
ー

1.75 
9
ー

2.00
10
ー

 2.25  
11
ー

 3.00
14
ー

   2.50  
12
ー

   2.75  
13
ー

壁面高（m）
砂利又は砂
砂　質　土

●別表B-2　必要地耐力　ハイタッチウォール（H3250～H5000） 単位(tf/m2)
3.25
15
－

3.50
16
－
  

3.75
17
－

4.00
19
－

4.25
20
－

4.50
20
－

5.00
23
－

4.75
22
－

壁面高（m）
砂利又は砂
砂　質　土

土質の種類

全タイプ
別表第2の土質
砂利又は砂
砂　質　土

別表第3の土質
岩、岩層、砂利又は砂

砂　質　土 KL3型使用不可

使用範囲

土　　　質
0.35
0.40

砂利又は砂
砂　質　土

1.8
1.7

土圧係数単位体積重量（t/m3）

土　　　質
岩、岩層、砂利又は砂

砂　質　土
0.5
0.4

摩擦係数

別表2

別表3
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